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報告 
 














 厚生労働省では平成 21年 8月から「チーム医療の推進に関する検討会」を開催し、平成 22年 3月に
その報告書を取りまとめた。 










































































































































































 中部ブロックでは、病院間での診療放射線技師の交換研修制度を進めている。平成 26年 5月から 6
















































 2016年 4月、連携医療機関は 70施設、漏えい線量測定のべ 262回、出力線量測定は一般撮影 228
部位、CTは 18部位行っている。一般撮影の出力線量では、入射表面線量を被ばく線量簡易計算ソフト
Sdec（Surface Dose Evaluation Code）を使用し算出している。13施設 16部位で医療被ばくガイドラ
報告 
 






























- 41 - 
 
理システムの整備や継時的なチェック体制の強化は必須であると考えられる。これを働きかけていくの
も、診療放射線技師の役割と考える。 
 
 以上、平成 28年日本赤十字社診療放射線技師学術総会における、チーム医療部からの報告および伊
勢赤十字病院の取り組みの紹介の総括とさせていただく。 
 
